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Ⅰ 理論・一般
０．総　記
マルクスの経済学批判・再審 正木八郎　経済学雑誌（大阪市立大） 98-2 97.７
戦後消費者運動史関連文献解題 半澤廣志 国民生活研究 37-2 97.９
旭山文庫のこと 大澤正道 初期社会主義研究 10 97.９
追悼・絲屋寿雄 山泉　進 初期社会主義研究 10 97.９
＊21世紀の世界はどう動くか 田口富久治 教育史料出版会 B6.245 91.２
＊短い20世紀の総括 田口富久治他 教育史料出版会 B6.212 92.２
＊サービスとしての医療 中川米造 農山漁村文化協会 B6.214 94.８
＊日本標準産業分類　平成５年10月改訂版

総務庁統計局統計基準部編 全国統計協会連合会　B5.710 96.12

＊日本における男女平等政策と性別権力構造に関する一考察
竹内郁郎他編 東洋大学社会学研究所　B5.212 96.３

＊女が変わる男が変わる100冊の本 富士谷あつ子，伊藤公雄編著 かもがわ出版 A5.217 97.10

＊女たちのエンパワーメント 野々村恵子，中藤洋子編著 国土社 B6.205 97.10

＊ジェンダーと多文化 桑山紀彦 明石書店 B6.233 97.10

＊ジェンダー・ポリティックス 進藤久美子 新評論 A5.343 97.10

＊道徳派フェミニスト宣言 永田えり子 勁草書房 B6.333 97.10

＊女性学教育／学習ハンドブック 国立婦人教育会館編 有斐閣 A5.255 97.11

＊国際分業と女性 マリア・ミース著，奥田暁子訳 日本経済評論社 A5.382 97.11

＊性の政治学 ケイト・ミレット著，藤枝澪子他訳 ドメス出版 A5.671 97.11

＊セクハラ完全マニュアル 若林恵子，井上憲一 社会批評社 B6.213 97.11

＊女性学キーワード 岩男寿美子，加藤千恵編 有斐閣 B6.218 97.12

＊日本女性史論集　３ 総合女性史研究会編 吉川弘文館 A5.358 97.12

＊青年男女の共同参画をめざすために　　「ジェンダー・女性学セミナー」実行委員会 A4.110 97.３
＊ちょっとまって！夫婦別姓 日本の教育を考える母親の会，

夫婦別姓に反対する女性フォーラム編 日本教育新聞社出版局　B6.226 97.３
＊社会における男女のあり方に関する意識調査

「ジェンダー・女性学セミナー」実行委員会　A4.134 97.５
＊どうしていつも男が先なの？ 男女平等教育をすすめる会編 新評論 B6.292 97.５
＊「女」と「男」 北海道教育大学公開講座委員会編 北海道大学図書刊行会 A5.194 97.９
＊世界女性会議ＮＧＯフォーラム派遣団報告書　第４回

世界女性会議ＮＧＯフォーラム派遣団　A4.77 96.□
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労働関係文献月録

＊会社をやめて，留学します。 福家成子 学陽書房 A6.221 96.４
＊近代日本の国家構想 板野潤治 岩波書店 A5.262 97.１
＊＜生きる＞座標軸を求めて 隅谷三喜男 近代文芸社 B6.227 97.10

＊仕事人の時代 太田　肇 新潮社 B6.209 97.10

＊日本的平等主義と能力主義，競争原理 碓井敏正 法政出版 B6.218 97.10

＊「良い仕事」の思想 杉村芳美 中央公論社 B40.235 97.10

＊ライフプラン新時代 野村総合研究所 B6.282 97.10

＊海をわたる仕事術 エディト編 竹村出版 A5.188 97.11

＊大阪の仕事人五十人　１ 門上武司 風塵社 B6.205 97.11

＊規制緩和と雇用・失業問題 労働運動総合研究所編 新日本出版社 B6.269 97.11

＊経済的文明論 Ｔ．ヴェブレン著，松尾博訳 ミネルヴァ書房 A5.309 97.11

＊現代世界と福祉国家 田中　浩編 御茶の水書房 A5.972 97.11

＊死ぬほど大切な仕事ってなんですか 全国過労死を考える家族の会編 教育史料出版会　B6.332 97.11

＊住民投票 今井　一編著 日経大阪ＰＲ企画出版部　B6.221 97.11

＊職人になる！ 山中伊知郎 明日香出版社 B6.251 97.11

＊東京都環境科学研究所年報　１９９７ 東京都環境科学研究所　A4.320 97.11

＊人間関係が楽しくなる 福井康之 新水社 B6.241 97.11

＊働きながら子育てする２４０万家族のいま・未来 全国学童保育連絡協議会編 一声社　A5.182 97.11

＊貧困と人間開発 国連開発計画編 国際協力出版会 B5.273 97.11

＊フリーターから神の労働へ 山田昭和 たま出版 B6.295 97.11

＊近代ドイツの農村社会と農業労働者 足立芳宏 京都大学学術出版会 A5.350 97.12

＊脱国家の政治学 白川真澄 社会評論社 B6.250 97.12

＊読書案内大事件を知る本 日外アソシエーツ A5.438 97.12

＊都道府県別出生率の相違の背景 富士総合研究所 B5.27 97.３
＊リストラ家族 遠藤誠，池内ひろ美 社会批評社 B6.238 97.４
＊資料で読む電力会社はこんな会社 濱崎忠晃編著 三一書房 B6.243 97.５
＊職人万歳！ 文化放送ブレーン A5.158 97.７
＊民営化の効果と現実 今村都南雄 中央法規出版 A5.319 97.８
＊天皇制の研究 山崎丹照 ミュージアム図書 B6.425 97.９
＊日本国憲法体制の形成 高橋彦博 青木書店 A5.274 97.９
＊人権文献事典 文化資料調査会編 文化図書 A5.596 97.12

＊世界子供白書　１９９８ ユニセフ編 日本ユニセフ協会 A4.120 97.12

＊部落問題文献目録　第３集 部落解放研究所 B5.334 94.３
＊大阪人権博物館年報　No.６　１９９６ 大阪人権博物館 A4.46 97.７
＊介護保険問題関連文献一覧 国立国会図書館調査及び立法考査局編 国立国会図書館　A5.166 97.９
＊シンクタンク年報　１９９７ 総合研究開発機構 B5.645 97.11

１．労働論
＊現代の労働過程 湯浅良雄 柏書房 A5.260 97.10

＊ボルボの経験 クリスチャン・ベリグレン著，丸山惠也，黒川文子訳 中央経済社　A5.1冊　97.11

２．労使(資)関係論
日本型経営システムの「終焉」「転換」論の検討（上） 稲田勝幸 修道商学 38-1 97.９
＊アメリカ自動車産業の労使関係 栗木安延 社会評論社 A5.236 97.11

３．労働経済論（含　賃金論）
Intra-capital relations, coordination and wage determination

Hironori Tohyama 静岡大学経済研究 2-2 97.９
＊賃金の国際比較と労働問題 海野　博 ミネルヴァ書房 A5.236 97.12

５．社会政策，社会福祉，社会保障論
ボランティア養成と生涯学習 木村　純　生涯学習研究年報（北海道大）3 97.９
転換期の福祉国家と新しい公共性 Z野雅裕 千里山経済学（関西大） 30 97.３
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＊高齢社会と対応方向 連合愛知 A4.29 95.11

＊公的介護保険制度の今日的視点 西川克己編著 小林出版 B5.361 96.４
＊医療・福祉の政策的戦略 三友雅夫，茶谷　滋監訳 恒星社厚生閣 B6.206 97.10

＊居住福祉 早川和男 岩波書店 B4.227 97.10

＊ケースマネージメントと社会福祉
ステファン・Ｍ．ローズ編，白澤政和他監訳 ミネルヴァ書房 A5.420 97.10

＊福祉の国民経済計算 桂　昭政 法律文化社 A5.264 97.10

＊社会保障の発展構造 藤澤益夫 慶応義塾大学出版会 A5.362 97.11

＊保健・医療・福祉の総合化を目指して 大山博［ほか］編著 光生館 A5.393 97.11

＊医療「構造改革」とはなにか 篠崎次男 自治体研究社 A5.95 97.４
＊社会福祉概論　１ 『新・社会福祉学習双書』編集委員会編 全国社会福祉協議会 B5.196 97.４
＊心豊かな高齢期のために 藤井義正 ミネルヴァ書房 B6.270 97.９
＊戦後５０年の社会福祉を考える 日本社会事業大学編 中央法規出版 A5.262 97.９
＊地域福祉実践の課題と展開 日本地域福祉研究所編 東洋堂企画出版社 A5.279 97.９
６．産業・労働社会学

A study of job satisfaction among professional accountants in Australia

Stanley Petzall，Bruce Clayton，Koh Hain Chye，Chris Czerkawski 修道商学 38-1 97.９
７．労働科学，人間工学
障害者の作業能力に対する障害特性と加齢の複合的影響

春名由一郎，小畑宣子，伊達木せい　障害者職業総合センター研究紀要　6 97.３
Improving safety and health of rural sugar cane factories in the Mekong Delta area in Vietnam

川上　剛，小木和孝，Ton That Khai，Le Minh Toi 労働科学 73-3 97.３
Measures to improve the workload of ward nurses

Kazuhiro Sakai，Tetsu Wasitani，Tsukasa Sasaki，Kazutaka Kogi 労働科学 73-3 97.３
８．職業教育・訓練論
アメリカのプロフェッショナル・スクールにおけるカリキュラムと教授法

山田礼子　生涯学習研究年報（北海道大） 3 97.９　
工業技術を学ぶ青年層の生活価値志向 小林　甫　生涯学習研究年報（北海道大） 3 97.９
専修学校と職業人再教育（１） 町井輝久　生涯学習研究年報（北海道大） 3 97.９
特集　難病（特定疾患）者に対する職業リハビリテーション 季刊職リハネットワーク 38 97.10

難病による肢体不自由者の特性と職業的問題（春名由一郎）
身体障害を伴う難病（特定疾患）（田島千秋　田中千絵　野口　淳　行形　毅　松田隆秀）他
知的障害者の職業自立を検討するための枠組みに関する考察　

望月葉子，山田耕一郎，藤島　岳　障害者職業総合センター研究紀要　6 97.３　
＊職業技術専門校求人票集計結果報告　平成７年度 東京都職業能力開発研修所　A4.71 97.２

Ⅱ 労働問題
10．総　記
＊体験者が教えるリストラ対応マニュアル 堀田寛之 すばる舎 B6.206 97.11

11．雇用・労働市場
タイの産業構造高度化と労働調整 東　茂樹 アジ研ワールド・トレンド 28 97.10

特集　職業ハンドブック ＪＩＬリサーチ 31 97.秋
キャリアガイダンスのフロンティア（水谷　暉）
ＣＤ－ＲＯＭ検索システム利用法の分析（川崎友嗣　石井　徹　平川雅浩）職業の将来展望（本川　明）他

中国国有企業改革と都市就業問題 程　秀生 ＪＩＬリサーチ 31 97.秋
特集　雇用問題を考える 勤労者福祉 44 97.10

将来の日本経済と雇用問題を考える（島田晴雄）六五歳現役社会の政策ビジョン（金子順一）
西欧諸国における高年齢者の雇用事情（塚本雅博）
戦後５０年労働運動の曲がりかど（10） 芦村庸介 勤労者福祉 4 97.10
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労働関係文献月録

新規高卒就職者の地域間移動－１９６５年から１９９４年の変化
猿渡潔枝 経済論究（九州大） 98 97.７

特集　21世紀の日本型雇用システム 国際経済労働研究 874 97.10

能力主義人事・労務管理と労使関係をめぐる課題（座談会）（伊藤幹生　梶川修　板東　慧　司会：池田丙
午）
松下電器産業の新雇用システムと労組の取組み（古賀賢次）
日本とアメリカ合衆国の就業構造の統計的比較研究 田原憲司 千里山経済学（関西大） 30 97.３
不況下の丹後地域労働市場と就業構造の変動 岡田知弘 調査と研究（京都大） 7 94.10

＊専門職種別労働力需給状況調査結果報告　平成８年１０月調査 労働省職業能力開発局 A4.45 96.10

＊新規学卒採用内定等調査結果報告書［１９９６］ ２１世紀職業財団 A4.160 96.３
＊高校生就職内定実態調査　１９９７年度 日本高等学校教職員組合　26x37cm.1冊　97.11

＊リーディングス日本の労働　２ 日本労働研究機構 A5.382 97.11

12．労働条件
９７年度労働条件調査集計（２） 金属機械労働資料 422 97.９
13．賃金問題
＊商社における職務の分析とペイ・エクイティ ペイ・エクイティ研究会　A4.111 97.３
14．労働時間
＊看護職員の「９７年夜勤実態調査」結果報告書 日本医療労働組合連合会　26x37cm.45 97.11

＊週４０時間労働制の実務と実戦的残業削減策 日本法令時短促進委員会編 日本法令　B5.165 97.３
＊多摩地域における変形労働時間とフレックスタイム制度 東京都三鷹労政事務所 A4.56 97.３
15．パート・派遣・家内労働
オランダにおけるパートタイム労働と労働者生活 前田信彦 ＪＩＬリサーチ 31 97.秋
＊パート労働Ｑ＆Ａ 矢加部勝美編 生産性出版 B6.273 97.３

16．女性労働
総合職女性の本音（座談会）

（河本美千恵　塩見真保子　平井素子　司会：内野淳子） 関西経協 51-10 97.10

＊ワーキングウーマンのサバイバルガイド 福沢恵子著 佐々木さとみイラスト 学陽書房　A5.147 95.７
＊現代女性の暮らしと働き方 家計経済研究所編 大蔵省印刷局 B5.291 97.10

＊女性としごと　１９９７／冬 労働大学調査研究所編 労働大学 A5.56 97.12

＊女子短大教育と卒業生の職業状況 池木　清 北樹出版 A5.238 97.３
＊ワーキングママのいきいき子育て 坂野尚子，西田美保 栄光教育文化研究所 B6.191 97.５
17．中高年労働
高年層の就業状態 加藤耕二 厚生の指標 44-11 97.10

＊中高年女性の意識と生活　アンケート調査　平成８年度 日本家庭福祉会 B5.59 96.９
18．障害者労働
知的障害者と労働安全教育について 藤原　桂 季刊職リハネットワーク 38 97.10

障害者の雇用変動と雇用構造 工藤　正　障害者職業総合センター研究紀要　6 97.３
＊重度障害者の雇用を進めるために 東京都障害者雇用促進協会　A4.36 97.10

＊重度障害者の雇用をすすめるためには 東京都障害者雇用促進協会　A4.27 97.10

＊わが社における障害者雇用の軌跡 東京都障害者雇用促進協会　28cm.44 96.□
19．外国人労働
＊都市の在住外国人 特別区協議会調査部資料室　A4.84 93.３
＊外国人にも住みよい日本をめざして 総務庁行政監察局編 大蔵省印刷局 A4.216 97.10

＊「国境なき労働者」とメディア 田村紀雄 日中出版 B6.262 97.10

＊埼玉県在住外国人の意識調査報告書 埼玉県総務部国際課 A4.160 97.２
20．技術革新
＊技術変化と労働市場 労働問題リサーチセンター　A4.170 97.11

21．労災，職業病，健康問題
人間工学からみた交通事故対策（特集） （堀野定雄） 安全センター情報 236 97.10
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労災職業病闘争の歴史と現状－自分史としての（上） 豊田正義 季刊飛礫 16 97.９
トラック運輸業の労働事情（１２） 倉田藤男 先見労務管理 1091 97.10.25

特集　働くもののいのちと健康を守るために 民医連医療 303 97.10

労働行政における規制緩和とは何か（高山博光）
労働者の健康をめぐる民医連のとりくみの歴史とその到達（三宅成恒）他
＊職場ストレス増大時代のメンタルケア読本 野原蓉子 実務教育出版 B6.274 97.12

23．生活問題
Work and family life Imada Sachiko Japan labor bulletin 36-8 97.８
戦後日本における性別役割分業の形成過程 居神　浩　神戸国際大学経済経営論集　17-1 97.６

Ⅲ 労働運動
30．総　記
主要単産，大会論議の焦点 山田行雄 産業労働 48 97.Autumn

＊『ソフトウェア技術者の働き方と意識に関する調査アンケート』報告書
情報労連・情報サービス部会ソフトウェア労働問題研究会　A4.82 96.５

＊「労働安全衛生」に関する調査集計 日本鉄道労働組合連合会 A4.41 96.6

＊大学教師はパートでいいのか 首都圏大学非常勤講師組合編 こうち書房 A5.125 97.11

＊魅力ある情報サービス産業に向けて　中間報告
情報産業労働組合連合会情報サービス部会　A4.23 97.７

31．労働組合・運動論
新しい労働組合運動に求められているもの 五十嵐　仁 むーぶ 1062 97.９
労働界の“混迷”を斬る（座談会）（下） 月刊国際労働運動 314 97.11

「創造的破壊」と労働組合 大塚和弘 進歩と改革 551 97.11

＊対決に未来はない　
バリー・ブルーストーン，アーヴィング・ブルーストーン 新潮社 B6.291 97.11

＊経営危機と労働者 内山光雄 労働教育センター B6.247 97.12

33．地域別・産業別共闘
いま　電機産業は 柏木　勉 産業労働 48 97.Autumn

34．単産，単組
ＮＴＴ再編成こう進める 津田淳二郎 あけぼの 15-1 97.10

“未来志向”に立って組合員に頼られる組合魅力ある労働運動を　河村行則　あけぼの 15-1 97.10

特集　第１２回定期全国大会　１９９７年８月２７日～２９日 金属機械労働資料 422 97.９
＊自治労の政治意識調査 全日本自治団体労働組合　A4.91 96.５
＊わたしたちが働く電力産業のすがた 電力総連 A4.27 97.５
35．団体交渉，労働協約
ビッグスリーの９６年協約交渉 荻野　登 ＪＩＬリサーチ 31 97.秋
36．賃金闘争（含　生活改善闘争）
「全国会議」の大いなる前進のために（対談）（国分　武　高橋将治） むーぶ 1062 97.９
新職能グループ創設の結論と今後の取り組み 水科由和 あけぼの 15-1 97.10

賃金闘争を中心とする運動の回顧と展望 荒川昌男 国公労調査時報 419 97.11

＊春季労使交渉に関するトップ・マネジメントのアンケート調査結果報告書　平成８年
日本経営者団体連盟経済調査部　A4.34 96.８

＊９８春闘 労働大学調査研究所編 労働大学 A5.56 97.12

＊春季労使交渉の手引き　１９９８年版 日本経営者団体連盟出版部　B5.220 98.１
37．労働時間闘争
＊９８年闘争の推進 全日本金属産業労働組合協議会　A4.154 98.１
38．合理化・雇用対策
＊地域雇用安定協力員活動状況アンケート中間集約結果 日本労働組合総連合会　A4.78 97.３
＊彩の国「新産業・雇用創出共同研究会」報告書 日本労働組合総連合会埼玉県連合会　A4.59 97.６
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39．権利闘争
＊私立大学教職員のための権利ハンドブック

京滋地区私立大学職員組合連合編 かもがわ出版 A5.167 97.８
40．政策制度闘争
労基法改悪と労働運動 宮里邦雄 月刊国際労働運動 314 97.11

年金，医療改革と南北格差解消にとりくむ　ジャコモ・バルビエーリ　進歩と改革 551 97.11

＊創造的キャリア時代のサラリーマン 連合総合生活開発研究所編 日本評論社 A5.253 97.12

＊「政策・制度要求と提言」和歌山県　回答内容１９９６～９７年度
日本労働組合総連合会和歌山県連合会（連合和歌山） A4.57 97.３

＊雇用・労働分野における「規制緩和」について 日本労働組合総連合会総合労働局　A4.134 97.７
41．教育文化宣伝活動
第２５回医療研「全国集会」（特集） 医療労働 399 97.10/11

国公労連「行革闘争」海外調査団の報告（下） 黒田健司 国公労調査時報 419 97.11

42．労働者福祉運動
特集　日本協同組合法制をめぐる諸問題 協同組合研究 17-1 97.秋季
問題提起（座長：関　英昭）協同組合運動の新しい動向と統一協同組合法（炭本昌哉）
海外協同組合法制と日本（山岡英也）日本協同組合法制の特徴と問題点（松崎　良）
日本協同組合法制の特徴と問題点（高橋岩和）ワーカーズ・コープ法立案の動向（菅野正純）
生活協同組合とコミュニティ形成（栗林厚子）フィリピンにおけるもう一つの協同組合保険組織（杉下五
十男）
特集　高齢者協同組合は今 協同の発見 66 97.10

高齢者協同組合の現状と課題（中田宗一郎）高齢者協同組合と介護保険（鍛谷宗孝）
高齢者生活協同組合の取得と生協法人を活用した仕事おこし（長谷川勝彦）他

マドリッド労働者協同組合連合会研修報告 菊地　謙 協同の発見 66 97.10

イタリアの「社会協同組合」 佐藤紘毅 社会運動 211 97.10

２１世紀に向けたコープこうべ労働組合の準備と実践 西保　昇 生活協同組合研究 261 97.10

組合員の多様化に対応した島根らしい生協を 大木隆之 生活協同組合研究 261 97.10

＊ＡＡＲＰの挑戦 日本労働者協同組合連合会編 シーアンドシー出版 B6.257 97.11

＊９０年代の生協改革 ＣＲＩ・生協労働研究会編 日本経済評論社 B6.256 97.12

43．労働組合と政治
特集　海の平和と新たな日米防衛協力指針を考える 海員 49-10 97.10

日米防衛協力指針見直しを考える　有事立法と船員徴用制（泉谷　迪）朝鮮戦争をかえりみる（関根　裕）
日米安保新ガイドラインに関する米国の新聞論調（中村正彦）

44．労働組合と社会問題，社会運動
＊汚職政治家の入閣の「踏み台」だった住宅・都市整備公団廃止・改組を見直せ

特殊法人「行革」を考える国民会議編 特殊法人労連 A5.16 97.11

Ⅳ 経営労務
50．総　記
「講」システムの分配構造 吉田和男 調査と研究（京都大） 8 95.４
＊日本企業の戦略管理システム 伏見多美雄編著 白桃書房 A5.241 97.11

＊グループ経営と人材戦略 川喜多　喬他 総合労働研究所 A5.203 97.９
51．人事・労務管理
「実力主義」の実態把握に迫る 飛田正之 産業労働 48 97.Autumn

フランス自動車産業における生産組織・労働編成改革と雇用管理（下）
荒井壽夫 彦根論叢（滋賀大） 308 97.７

大手小売業（スーパー業界）における雇用管理の実態と課題
矢野裕児　流通問題研究（流通経済大） 29 97.７

＊Ｑ＆Ａ日本の人事労務管理の実情 日本労働研究機構 20xB5.301 96.３
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＊変貌する日本企業の組織・人事制度と戦略 関西生産性本部 A4.219 96.８
＊人事異動 外井浩志 生産性出版 A5.243 97.11

＊成果主義人事・賃金 社会経済生産性本部生産性労働情報センター　B5.191 97.11

＊中高年敬遠病の克服 西田耕三 文真堂 B6.222 97.12

52．賃金管理
新規学卒初任給と中途採用者の初任賃金の決め方 小柳勝二郎 月刊人事労務 105 97.11

＊実力主義の賃金 弥富賢之 経営書院 A5.252 97.10

＊職務給制度の研究 手島勝彦 大学教育出版 A5.200 97.４
54．定年制，退職金，企業年金
退職金と企業福祉をめぐる論点と課題 藤田至孝 月刊ゼンセン 47-11 97.11

わが国の企業年金会計の国際的調和にむけて 渡辺　香 商学研究（東京国際大） 8 97.９
＊企業年金の給付水準引き下げに伴う法律問題 鴨田哲郎述 連合生活福祉局 A4.90 97.□

55．福利厚生
＊転換期を迎える日本型福利厚生の課題 西久保浩二　全国勤労者福祉振興協会　A5.272 97.12

56．教育・訓練
特集　最新海外人材育成事情 企業と人材 690 97.10.20

人材の募集・面接・試用期間中の人材測定と評価（酒井正敬）リスクマネジメントと人材育成（山田信吾）
マルチメディアと人材育成（岩本　博）他
キャリア開発の今日的課題 江幡良平 杏林社会科学研究 13-1/2 97.９
流通業の人材資源管理 石井脩二 駒沢大学経済学論集 29-1 97.６
日本企業の内部における技能形成とインセンティブ・システム 馬　駿　調査と研究（京都大） 7 94.10

58．安全衛生管理
これからの保健婦活動を考える（上） 堀江正知 健康保険 51-10 97.10

59．国際経営労務
米国三菱のセクハラ問題はどうなったか 柏木　宏 賃金と社会保障 1211 97.10.上旬
＊中国に進出した日系企業の労使関係に関する研究 総合研究開発機構 A4.205 97.８

Ⅴ．労働政策
60．総　記
特集　戦争国家の労働者管理 季刊飛礫 16 97.９
郵便番号七ケタ化と郵便労働者（池田　実）有事立法時代の入管法改定と「外国人嫌い」（古屋　哲）
盗聴合法化とＮＴＴ労働者（松原　暁）今日生きるためにあすの命を売る（稲岡了三）他
平成九年版『労働白書』について（講苑） （永田　有） 中央労働時報 928 97.10

61．雇用政策
改正男女雇用機会均等法の成立について 小林恵悟，熊崎清子，明珍美紀　官公労働　51-10 97.10

均等法改正と実務対応について（座談会）
（松浦利弘　佐藤国弘　鷹羽孝昌　益田哲生　司会：豊田伸治） 関西経協 51-10 97.10

均等法改正国会審議をふりかえる 中野麻美 賃金と社会保障 1211 97.10.上旬
＊全国公共職業安定所・職業訓練校所在地一覧 雇用問題研究会 A5.338 97.８
＊職業ハンドブック 日本労働研究機構 A4.811 97.９
62．賃金政策
九七年人事院勧告のポイント 菓子野　廣 官公労働 51-10 97.10

63．労働基準政策
「規制」か「自由」か、労働時間短縮でＥＵ対アメリカの攻防 柴山恵美子　エコノミスト　75-47 97.11.４
女性が動くとき、歴史が変わる 伍　淑子 国公労調査時報 419 97.11

64．職業教育・訓練政策
＊生涯能力開発をめざして　改訂 中央職業能力開発協会 B5.189 95.３
＊ビジネス・キャリア制度ガイドブック　平成７年度

中央職業能力開発協会編 雇用問題研究会 B5.264 95.３
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65．社会保障，社会福祉
外国籍児童の受け入れとその保育 村田由夫，岩重フユ，坂部薫他 福祉紀要 15 95.３
特集　小地域における仲間づくりを進める 月刊福祉 80-13 97.11

都市部における精神障害者や痴呆性高齢者のためのサロン活動（西田香津美）
福祉コミュニティ再編のためのサロン活動（奥島　繁）サロンは地域づくりの発進基地（山下浩司）他

医療改悪で明確になった受診抑制 梅津邦夫 赤旗　評論特集版 1077 97.10.20

高齢社会の福祉施設 大熊由紀子 官公労働 51-10 97.10

介護保険と市町村行政 岩永健志 月刊自治研 456 97.９
地方分権論議のなかの介護保険 高橋信幸 月刊自治研 456 97.９
国民の立場に立った医療保険と医療提供体制を 長尾立子 月刊自由民主 536 97.11

社会保険の意義と保険者の役割（下） 一圓光彌 健康保険 51-10 97.10

社会保障と市場メカニズム 宮澤健一 健康保険 51-10 97.10

診療報酬制度改革の方向 川渕孝一 健康保険 51-10 97.10

特集　医療，福祉関連分野と競争政策 公正取引 564 97.10

医療用具の流通・取引慣行等に関する実態調査の概要について（北脇達也　岩下生知）
民間高齢者介護サービスの取引適正化の必要性（本城　昇）他

高齢者の需要度からみた在宅福祉サービスの業務特性と関連要因
大友昭彦，吉田孝志，山田紀代美，本橋　豊，土屋　滋，田中正敏　厚生の指標 44-11 97.10

医療・福祉の連携と統合における看護の役割 田中マキ子 社会分析 24 96.３
過疎農山村社会における社会福祉 高野和良 社会分析 24 96.３
中国の高齢化と社会保障 城本るみ 社会分析 24 96.３
年金制度改革論・課題と展望 井堀利宏 社会保険 568 97.11

医療費抑制策は長期的視点で（下） 西村周三 社会保険旬報 1961 97.10.１
社会保障制度改革の方向性 広井良典 社会保険旬報 1962 97.10.11

最近のスウェーデンの福祉・環境・経済 丸尾直美 週刊社会保障 1959 97.10.13

地方分権と福祉改革の動向と課題 井下田　猛 週刊社会保障 1959 97.10.13

公的年金賦課方式の部分民営化への移行 木島　賢 週刊社会保障 1960 97.10.20

特集　公正化や整合化等を基本に社会保障を構築 週刊社会保障 1958 97.10.６
厚生行政の課題（辻　哲夫）福祉国家の再構築（塩野谷祐一）年金改革の課題と方向（府川哲夫）
高齢社会と医療保険制度の改革（高木安雄）
コンピュータの積極的な活用 武内稔和 週刊社会保障 1958 97.10.６
社会保障制度の国際比較方法論 小田泰宏 週刊社会保障 1958 97.10.６
医療保険制度の抜本改革はどうなるのか 塩見戎三 造船重機 117 97.９
視覚障害者から法曹界への手紙（２） 栗原　亨 賃金と社会保障 1211 97.10.上旬
＊国民経済と社会保障 宮島　洋述 地方自治総合研究所 A5.60 95.12

＊英国における老齢者介護，および日本における老齢化社会のための活性化戦略
日本貿易振興会 A4.37 96

＊社会保障制度と家族・地域社会 木村陽子述 地方自治総合研究所 A5.35 96.１
＊福祉政策と財源調達 藤田　晴述 地方自治総合研究所 A5.49 96.１
＊老人保健福祉計画の現状と課題 佐々木恒夫述 地方自治総合研究所 A5.50 96.３
＊武蔵野市福祉公社の実験 山本茂夫述 地方自治総合研究所 A5.35 96.４
＊保健福祉の広域行政圏構想 武智秀之述 地方自治総合研究所 A5.47 96.５
＊福祉の現場で働くあなたに伝えたいこと 青山良子 川島書店 B6.170 97.10

＊介護労働力の確保と介護労働者の福祉のために　総務庁行政監察局編 大蔵省印刷局 A4.68 97.11

＊高齢者の在宅ケア　一歩を進めるために　その２ 法政大学大原社会問題研究所　A4.122 97.11

＊社会福祉の動向　’97 全国社会福祉協議会 A5.526 97.11

＊社会保障制度改革の方向 富士総合研究所 B5.47 97.11

＊新たな地域保健活動の創造と発展へのチャレンジ
先駆的保健活動交流推進事業検討委員会編 日本看護協会 B5.190 97.３
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＊研究支援小委員会報告書 研究支援小委員会編 日本看護協会 B5.284 97.３
＊コミュニティ・ミーティング　三浦ワークショップ報告　

海外保健活動調査研究小委員会編 日本看護協会 B5.43 97.３
＊先駆的保健活動研修企画者のためのリーダーシップ開発研修報告書　平成８年度

日本看護協会専門職業務課編 日本看護協会 B5.62 97.３
＊先駆的保健活動定着化のための研修実施報告集

日本看護協会専門職業務課編 日本看護協会 B5.187 97.３
＊先駆的保健活動モデル事業報告書 日本看護協会専門職業務課編 日本看護協会 A4.1冊　97.３
＊ニーズから施策化へ　情報活用小委員会報告書　情報活用小委員会編 日本看護協会 B5.166 97.３
＊欧米諸国の医療保障 厚生省保険局企画課監修 法研 B5.345 97.６
＊医療保険改革の主な課題について 川渕孝一述 連合生活福祉局 A4.42 97.□
＊厚生年金基金制度見直し案について 村上　清述 連合生活福祉局 A4.95 97.□
＊厚生年金基金連合会研究会報告の提起 坪野剛司述 連合生活福祉局 A4.89 97.□
＊公的年金，退職金，企業年金の課題 村上　清述 連合生活福祉局 A4.62 97.□
＊「高齢化の経済分析」について 八代尚宏述 連合生活福祉局 A4.55 97.□
＊雇用と年金の接続について 金子順一，八神敦雄述 連合生活福祉局 A4.46 97.□
＊諸外国の年金制度と最近の動向，日本の課題 大江雅弘述 連合生活福祉局 A4.41 97.□
＊年金基金を巡る諸問題 田村正雄述 連合生活福祉局 A4.70 97.□
66．労働法

Personal rights in the workplace Ryuichi Yamakawa Japan labor bulletin 36-9 97.９
組合バッジと団結権 中山和久 早稲田法学 73-1 97.８
地公労法違反の争議行為参加者に対する懲戒処分と不当労働行為の成否

島田陽一 早稲田法学 73-1 97.８
＊雇用保険法令解釈要覧 新日本法規出版 A5.1冊　93.４
＊賃金支払確保法の解説 五十畑　明編著 労務行政研究所 A5.320 96.６
＊労働時間・休日・休暇管理の手引 新日本法規出版 B5.1冊　96.８
＊フランス労働法論 山崎文夫 総合労働研究所 A5.1冊　97.10

＊貿易と国際労働基準 花見　忠編 日本労働研究機構 A5.148 97.10

＊国際労働基準法 吾郷眞一 三省堂 B6.206 97.11

＊労働契約締結の法理 萬井隆令 有斐閣 A5.366 97.11

＊勤労者財産形成促進法の解説 七瀬時雄 労働法令協会 A5.632 97.３
＊労働基準法の早わかり　改訂２版 労働省労働基準局監督課編著 労働基準調査会 A5.389 97.７
＊労働安全衛生関係法令集　平成９年度版 労働省安全衛生部編 労務行政研究所 B6.1738 97.８
＊労働基準法 労働省労働基準局賃金時間部編著 労務行政研究所 B5.301 97.８
67．労働判例
賞与規定の効力 上村雄一 佐賀大学経済論集 30-1/2 97.５
有期労働契約の雇止めと整理解雇法理の類推 小西國友 労働判例 721 97.10.15

68．労働委員会
審査事件の長期化について 田中哲男 中央労働時報 928 97.10

＊富山県地方労働委員会年報　平成８年度 富山県地方労働委員会事務局　A5.157 97.12

Ⅵ 世界労働
71．アジア
特集　アジア諸国の労働問題　５ 大原社会問題研究所雑誌 468 97.11

中国労働市場の構造（丸川知雄）中国国有企業の改革と労働問題（李　捷生）
１９９０年代中国における地域間人口移動の実態とメカニズム（厳　善平）

78．国際労働運動
＊ＩＣＦＴＵ・ＡＰＲＯ（国際自由労連・アジア太平洋地域組織）女性セミナー報告

連合女性局 A4.24 97.□
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労働関係文献月録

79．ＩＬＯ，国際機関
わが国の人材派遣政策は「内弁慶型」 渡部記安 週刊社会保障 1959 97.10.13

特集　国際技能開発・世界に架ける橋計画２５周年特集 世界の労働 47-10 97.10

『国際技能開発計画』二五周年を迎えて（伊吹文明）「国際技能開発計画」二五周年に寄せて（根本二郎）
「世界に架ける橋計画」の一層の発展を祈念する（鷲尾悦也）四半世紀を迎えた“橋計画”（工藤幸男）他

Ⅶ．歴　史
80．総　記
＊財団法人関西生産性本部「４０年のあゆみ」 関西生産性本部 A4.32 96.４
＊近代日本の戦争と政治 三谷太一郎 岩波書店 B6.402 97.12

81．労働史（日本）
＊ＫＭＪ研究センター第１０回夏期セミナー報告集 ＫＭＪ研究センター A5.67 97.１
＊安治川物語　西山夘三著 西山夘三記念すまい　まちづくり文庫編 日本経済評論社 B6.499 97.11

＊聞き書き木更津の女たち 木更津女性史研究会，島利栄子 たけしま出版 A5.278 97.９
82．労働史（外国・国際）
工業化期イングランドにおける一地方住人の「労働世界」

重富公生　国民経済雑誌（神戸大） 176-3 97.９
83．労働・社会政策史（日本）
旧制専門学校におけるUniversity Extentionの意義と限界

笹井宏益　生涯学習研究年報（北海道大） 3 97.９
賃金制度の今後の方向 今野浩一郎 あけぼの 15-1 97.10

＊日本の社会保障の歩み 中央法規出版 A5.165 97.７
84．労働・社会政策史（外国・国際）
＊イギリス社会政策の形成　キャサリン・ジョーンズ著，美馬孝人訳 梓出版社 A5.272 97.10

85．労働運動史（日本）
いま，三池を思う（１） 灰原茂雄 季刊飛礫 16 97.９
１９７５年（昭和５０年）の北炭幌内炭鉱ガス爆発大災害と労働組合

竹川雅治，平尾武久 産研論集（札幌大） 18 97.３
１９５０年代の山形県における全逓労働運動（１３・完）

岩本由輝　東北学院大学論集　経済学　135 97.９
＊先輩が語る国税の労働組合運動　１～３ 全国税労働組合 B5.3冊　80.10,91.８
＊二十年史 水戸支部二十年史編纂委員会編 日立製作所労働組合水戸支部　B5.277 81.９
＊回想の十七圭三 十七圭三追悼文集編集委員会　A5.127 83.５
＊埼高教四十年史 埼玉県高等学校教職員組合　A5.703 95.５
＊時代を走る 岡本　勇編著 弥栄自動車労働組合 A4.190 96.２
＊信濃毎日新聞労組五十年史 信濃毎日新聞労働組合 B5.526 96.９
＊一国鉄労働者の半生 今口栄一 学習の友社 B6.263 97.11

＊連合運動史　第１巻 山崎光平 教育文化協会 B5.244 97.７
86．労働運動史（外国・国際）
欧米の規制緩和と労働運動 川副詔三 月刊国際労働運動 314 97.11

87．社会主義運動史（日本）
「スパイ挑発との闘争」と伊藤律 樋口篤三 三号罪犯と呼ばれて 5 97.10

幸徳秋水の思想的転機素描 近藤典彦 初期社会主義研究 10 97.９
特集　堺利彦 初期社会主義研究 10 97.９
堺利彦と『共産党宣言』その他（石堂清倫）堺利彦の娘としての母近藤真柄のこと（近藤千浪）
堺利彦と白柳秀湖（白柳夏男）日本の初期社会主義における「民主主義」の問題（荻野富士夫）他

社会主義詩人・児玉花外（６） 野口存彌 初期社会主義研究 10 97.９
鈴木楯夫の「不穏文書事件」 伊藤英一 初期社会主義研究 10 97.９
ハワイにおける安部磯雄の講演 太田雅夫 初期社会主義研究 10 97.９
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＊連合政権が崩壊した日 松岡英夫 教育史料出版会 B6.240 90.６
＊不屈の生涯 林百郎追悼集刊行委員会　A5.436 93.５
＊占領下中道政権の形成と崩壊 福永文夫 岩波書店 A5.348 97.12

88．社会主義運動史（外国・国際）
リヒャルト・ゾルゲの運命に見る「コミュンテルンの風景」

ユー・グリゴリエフ，大田久之訳 三号罪犯と呼ばれて 5 97.10

ベンヤミン・ノート（２） 多木浩二 思想 881 97.11

再編された新中道右派と地域で対決
アレックス・イリオンド，ワルテル・モリナーレ他 進歩と改革 551 97.11

弱者まもりつつＥＵ統一を推進する ウゴ・パピ 進歩と改革 551 97.11

ドイツ民主共和国の鉄鋼業とコンビナート（１～２） 北村喜義 調査と研究（京都大） 6,8 94.4,95.４
反故になった市場社会主義 福田敏浩 彦根論叢（滋賀大） 308 97.７
中国共産党と労働組合 小嶋華津子　法学政治学論究（慶応義塾大） 34 97.秋季
＊２０世紀の＜社会主義＞とは何であったか いいだもも 論創社 B6.1173 97.11

89．諸社会運動史
新聞単一の結成と２・１スト（４・完） 川添隆行 大原社会問題研究所雑誌 468 97.11

賀川豊彦宗教思想の現代的意義 岸　英司 賀川豊彦研究 35 97.９
明治学院時代の賀川豊彦（２） 雨宮栄一 賀川豊彦研究 35 97.９
「新樹座」とわたしの戦後 小長谷澄子 静岡県近代史研究 23 97.10

東富士軍事演習場の歴史と住民運動 枝村三郎 静岡県近代史研究 23 97.10

富士紡労働者・矢後利一の生涯 岩田［あきら］ 静岡県近代史研究 23 97.10

美和診療所（三菱合資指定寄付農村医療施設）の考察 田中省三 静岡県近代史研究 23 97.10

「代理人」運動の２０年 岩根邦雄 社会運動 211 97.10

戦線同盟覚書 小松隆二 初期社会主義研究 10 97.９
新生活運動の組織構造と人事 段　瑞聡　法学政治学論究（慶応義塾大） 34 97.秋季
常民の戦後史（２） 平野　孝 龍谷法学 30-2 97.９
＊この３５年 林法律事務所 A5.232 82.10

＊暮らしのなかの五年の歩み 不知火合同法律事務所 B5.88 82.４
＊暮らしのなかの１０年の歩み 不知火合同法律事務所 B5.73 87.11

＊暮らしのなかの１５年の歩み 不知火合同法律事務所 B5.110 92.11

＊人権 京都人権啓発推進会議 A5.28 95.12

＊人権 京都人権啓発推進会議 A5.28 96.12

＊子どもの人権連１０年のあゆみ 子どもの人権連 B5.40 96.６
＊アメリカ黒人女性の歴史 岩本裕子 明石書店 B6.234 97.10

＊バイエルン革命史 林　健太郎 山川出版社 B6.236 97.10

＊マイノリティとしての女性史 奥田暁子編 三一書房 A5.356 97.10

＊良心の囚人 アムネスティ・インタナショナル日本支部編 明石書店 A5.206 97.10

＊飢餓の革命 梶川伸一 名古屋大学出版会 A5.589 97.11

＊国治よ母と姉の心の叫び 長岡千代 光陽出版社 B6.251 97.11

＊検定に違法あり！ 教科書検定訴訟を支援する全国連絡会編 青木書店 A5.144 97.11

＊人権 京都人権啓発推進会議 A5.28 97.11

＊人権講座講演録　１９９５年度 世界人権問題研究センター　A5.186 97.３
＊田辺同和史　第２巻　分野編 田辺同和史編さん委員会編 田辺市 A5.791 97.３
＊烈士の誕生 真鍋祐子 平河出版社 A5.412 97.６
＊原爆文献を読む 水田九八二郎 中央公論社 A6.511 97.７
＊恋と革命の歴史 永畑道子 藤原書店 B6.357 97.９
＊帝銀事件平沢貞通と一店主の半年 石井敏夫 つげ書房新社 B6.245 97.９
＊明日へ 渋谷共同法律事務所 B5.20 96.□
＊くらしのなかの２０年の歩み 不知火合同法律事務所 B5.106 97.□
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投　稿　募　集

本誌は社会問題・労働問題に対する論文，調査報告，書評を広く募集しています。
下記の規定に基づいてご投稿下さい。

投　稿　規　定

１．原稿は，ワープロ原稿による未発表のものに限ります。
２．論文の長さについては，400字詰原稿用紙50枚程度が望ましい（図表を含む）。
３．本誌に初めて投稿する場合には，研究歴など簡単な履歴を添付してください。
４．編集委員会で審査のうえ，採否をご連絡します。
５．原稿２部を下記まで送付してください。
『大原社会問題研究所雑誌』編集委員会

論文執筆要項

論文を執筆される場合には，下記の点に留意してください。
執筆者校正の際には，原則として原稿を返却しませんので，原稿のコピーを確保

しておいて下さい。
原稿をプリントアウトする場合には，ある程度の行間を取って下さい。
１　一般的な原則
①　横書きとする。
②　タイトル，氏名の次に簡単な目次をつける。
③ 原稿の最後に，執筆者名（ひらがな），肩書き（所属，職名）を記入する。肩
書きは大学の場合には，学部，研究所等の名称まで表記する。
④　注をつける場合には，各章ごとに分割せず，最後に一括し，通し番号をつける。
⑤　図，地図などは，可能な限りトレース済のものを提出する。
２　注記の方式
■日本語の図書・論文の場合
Ａ．日本語で書かれた図書については，①著者名，②書名（書名は『 』で囲む），
③出版社名，④発行年（原則として西暦）の順に書く。ページ数を記入する場
合には，発行年の次に記入する。
（例）法政大学大原社会問題研究所編『《連合時代》の労働運動』総合労働研究所，

1992年，10頁。
Ｂ．著者が２人の場合には，両者の姓名を書く。３人以上の場合には，「――他」
の方式も可とする。
Ｃ．論文については，①執筆者名，②論文名（「 」で囲む），③掲載雑誌名（『 』
で囲む），④巻号，⑤発行年月日の順に書く。
（例）加藤譲治「ポストモダニズムと労働組合」『大原社会問題研究所雑誌』

404号，1992年７月。
Ｄ．注の最後は，かならず「。」で止める。
■欧文の図書・論文の場合
Ａ．欧文の図書については，①著者名，②書名，③発行地（あるいは出版社名），
④出版年を書く。書名は，イタリックにするので，下線を引くなどして書名の
部分を他の部分と区別する。
Ｂ．論文の掲載雑誌名は，イタリックとする。
Ｃ．再出を示す「ibid.」「op. cit.」などもイタリックにする。
Ｄ．注の最後は，かならず「.」で止める。

以上


